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茶
道
具
の
展
覧
会
で
、
解
説
に
「
紀
州
徳
川
家
伝
来
」
と
、

書
か
れ
て
い
る
も
の
を
見
か
け
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

紀
州
徳
川
家
と
い
え
ば
、
御
三
家
の
ひ
と
つ
と
し
て
八
代
将

軍
吉
宗
・
十
四
代
将
軍
家
茂
と
い
う
二
人
の
将
軍
を
輩
出
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
御
三
家
の
の
こ
る
二
つ
は
尾
張
徳
川

家
と
水
戸
徳
川
家
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
美
術
館
、
徳

川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
設
立
さ
れ
、
茶
道
具
を
は
じ
め
と
し
た

伝
来
の
所
蔵
品
を
展
示
・
保
管
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
紀

州
徳
川
家
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
施

設
が
な
い
。
そ
の

理
由
は
、
昭
和
二

年
（一九
二
七
）、
同

八
年
（
一
九
三
三
）、

同
九
年
（一九
三
四
）

の
三
回
に
渡
っ
て
、

所
蔵
品
が
売
却
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

所
蔵
道
具
を
書
き

上
げ
た
、
い
わ
ゆ

る
蔵
帳
な
ど
の
藩
政
史
料
に
つ
い
て
も
、
戦
災
等
に
よ
り
、

そ
の
多
く
が
失
わ
れ
、
現
在
伝
わ
る
の
は
、
ご
く
一
部
に
過

ぎ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
の
茶
道
具
の
全
容
を
知
る
よ

す
が
は
、
売
却
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
売
立
目
録
の
み
で
あ

る
。明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、財
政
的
に
行
き
詰
っ

た
り
す
る
な
ど
し
た
旧
大
名
家
ら
が
、
伝
来
の
道
具
を
一
斉
に

売
却
す
る
た
め
に
、
売
立
、
つ
ま
り
入
札
会
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
で
あ
る
。こ
の
時
、実
物
を
下
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々

に
配
布
す
る
た
め
、『
紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
目
録
』
が
作
成

さ
れ
た
。

写真の和歌山城は、弘化３年に落雷焼失後、嘉永３年に
再建したもの。現在の和歌山城は、戦後の再建。
（和歌山市紀国堂溝端佳則氏所蔵絵葉書）

『紀州徳川家蔵品展観目録』
東京美術倶楽部　昭和２年
（和歌山県立文書館所蔵）

紀
州
徳
川
家
伝
来
の
茶
道
具

砂
川
佳
子
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紀
州
徳
川
家
は
、
徳
川
家
康
の
十
男
頼
宣

が
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
紀
伊
国
和
歌
山

五
五
万
五
千
石
へ
転
封
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

以
後
、
十
四
代
茂
承
の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま

で
続
い
た
。

　

そ
の
間
、
代
々
の
藩
主
は
そ
れ
ぞ
れ
茶
の
湯
に
関

わ
っ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
初
代
藩
主
頼
宣
、
十
代

治
宝
、
十
一
代
斉
順
は
、
紀
州
徳
川
家
で
所
蔵
す
る

茶
道
具
の
収
集
や
伝
来
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
人
の
藩
主
と
茶
道
具
と
の
関

係
を
紹
介
し
た
い
。 

　

紀
州
徳
川
家
初
代
藩
主
頼
宣
は
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
伏
見
で
生
ま
れ
た
。
翌
年
、
常
陸
水

戸
藩
二
〇
万
石
、
同
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
は
駿

河
・
遠
江
五
〇
万
石
へ
転
封
さ
れ
た
。
慶
長
十
九

年
（
一
六
一
四
）、
大
阪
冬
の
陣
に
参
戦
し
た
。
元

和
五
年
に
紀
州
へ
入
国
し
、
安
藤
・
水
野
の
付
家
老

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
よ
く
治
め
た
。
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
隠
居
し
、
同
十
一
年
（
一
六
七
一
）

に
没
し
て
い
る
。

　

茶
の
湯
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
数
寄
屋
御
成
に

対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
な
り
に
身
に
付
け
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
道
具
に
つ
い
て
は
、
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
家
康
が
没
す
る
と
、
形
見
分
け
「
駿

府
御
分
物
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
多
く
の
掛
軸
や

茶
道
具
な
ど
が
紀
州
徳
川
家
に
も
入
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
売
立
目
録
か
ら
「
駿
府
御
分
物
」
は
、
十
五

点
確
認
で
き
る
。
う
ち
六
点
が
掛
軸
で
、
残
り
九
点

が
茶
道
具
で
あ
る
。
織
部
の
茶
杓
以
外
は
、
の
ち
に

松
平
不
昧
に
よ
っ
て
、
大
名
物
、
名
物
に
格
付
け
さ

れ
る
優
品
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
数
寄
屋
御
成
の
受
入
・
随
行
や
道

具
の
管
理
の
必
要
も
あ
っ
て
か
、
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）、
幕
府
御
数
寄
屋
頭
の
親
類
で
あ
ろ
う

中
野
栄
雲
を
召
出
し
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）

に
は
、
千
宗
左
（
初
代
江
岑
）
を
迎
え
て
い
る
。
こ

の
時
、
千
家
か
ら
藩
主
頼
宣
に
献
上
し
た
の
が
、
紹

鴎
作
茶
杓
銘
「
あ
さ
ち
」
と
、利
休
所
持
の
水
飜
（
建

水
）
銘
「
大
脇
差
」
で
あ
る
。「
あ
さ
ち
」
は
現
在

個
人
蔵
、「
大
脇
差
（
指
）」
は
湯
木
美
術
館
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
昭
和
二
年
の
第
一
回
売

立
で
入
札
に
掛
け
ら
れ
た
。

『紀州家中系譜並に親類書書上げ　上』（資料番号　7568）
和歌山県立文書館　2011年

表１　紀州徳川家伝来「駿府御分物」
番号 特記事項 伝来 作者 名称
1 東山御物 駿河御分物ノ内 牧渓 江天暮雪図

2 東山御物 駿河御分物ノ内 牧渓 老子図　一名「鼻毛老子」、
「牧渓」並ニ「道祐」在印

9 柳営御物 駿河御分物ノ内 一休和尚 詩歌
13 東山御物 駿河御分物ノ内 顔輝／牧渓 中醋吸三聖図／左右太公望普説図
15 駿河御分物ノ内 兆殿司 観音図
44 駿河御分物ノ内 趙子昻 王維詩　「桃源一去絶風塵」

113 大名物 「東照公平常御所用南龍公へ
御譲駿河御分物ノ内」 へらめ肩衝

120 名物 駿河御分物ノ内 灰被天目
135 名物 駿河御分物ノ内 虫喰茶杓
142 駿河御分物ノ内 織部 茶杓
167 名物 駿河御分物ノ内 尼崎台
168 名物 駿河御分物ノ内 つぶ桐釜
169 名物 駿河御分物ノ内 せめひも釜
208 名物 駿河御分物ノ内 そろり古銅花入

②27 名物 松永弾正　徳川家康　駿府
御分物として紀伊頼宜卿に 落葉茶壺　黄茶釉
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頼
宣
自
身
が
、
ど
の
程
度
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
か
は

判
然
と
し
な
い
が
、
家
臣
に
対
し
て
は
、「
少
に
而

も
可
学
茶
道
を
不
知
は
他
行
馳
走
の
も
て
な
し
に
は

先
ツ
茶
の
湯
な
り
そ
れ
を
不
知
は
不
骨
に
て
さ
な
か

ら
下
﨟
立
に
て
見
ゆ
る
」（『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
冊
）

と
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
し
で
も
茶
の
湯
を
学

ぶ
べ
き
で
あ
り
、
茶
道
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
、

外
出
し
た
先
で
の
も
て
な
し
、
ま
ず
は
茶
の
湯
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
下
人
の
よ

う
な
身
分
の
低
い
者
に
見
え
る
、
と
し
、
武
士
の
教

養
と
し
て
認
識
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
「
駿
府
御
分
物
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
代

藩
主
頼
宣
の
時
代
か
ら
、
紀
州
徳
川
家
で
は
、
掛
軸
・

茶
道
具
は
も
ち
ろ
ん
、
刀
剣
や
美
術
工
芸
品
等
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
集
積
が
は
じ
ま
っ
た
。
以
後
、
将
軍

家
か
ら
の
拝
領
品
や
歴
代
藩
主
に
よ
る
収
集
が
お
こ

な
わ
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
内
容
は
、
充
実
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

　

十
代
藩
主
治
宝
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に

誕
生
し
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
藩
主
と
な
り
、

幕
府
の
寛
政
改
革
に
倣
っ
て
、
紀
州
藩
で
も
行
財
政

改
革
に
着
手
し
て
い
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

養
子
斉
順
に
代
を
譲
っ
て
隠
居
す
る
も
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
没
す
る
ま
で
、藩
政
の
実
権
を
握
っ

て
い
た
。

　

治
宝
の
治
世
は
、
文
化
・
文
政
期
に
重
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
書
や
絵
画
、
そ
れ
に
雅
楽
の
習
得
と
楽

器
の
収
集
を
行
う
な
ど
、
文
化
的
事
業
に
は
み
ず
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
茶
の
湯

は
、
家
臣
で
あ
る
千
宗
左
（
九
代
了
々
斎
）
か
ら
皆

伝
を
受
け
、
の
ち
に
十
代
吸
江
斎
へ
「
返
り
伝
授
」

し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

売
立
目
録
に
は
、
了
々
斎
と
吸
江
斎
に
よ
っ
て
箱

書
さ
れ
て
い
る
茶
道
具
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
御

数
寄
屋
頭
の
業
務
か
、
家
元
と
し
て
受
注
し
た
の
か

は
判
断
で
き
な
い
が
、
治
宝
の
指
示
で
改
め
ら
れ
た

り
、
外
箱
が
加
え
ら
れ
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、「
駿
府
御
分
物
」
の
茶
道
具
に
、
表
千
家
当

主
に
よ
る
箱
書
の
追
加
は
な
い
。

　

治
宝
は
、
伝
来
の
道
具
を
大
事
に
す
る
だ
け
で
な

く
、自
身
の
手
で
焼
物
を
制
作
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
別
邸
西
浜
御
殿
に
初
め

て
訪
れ
た
治
宝
は
、
以
後
窯
や
作
業
場
な
ど
の
設
備

を
充
実
さ
せ
、
楽
吉
左
衛
門
（
旦
入
）
や
西
村
善
五

郎
（
永
楽
保
全
）
を
招
い
て
、
御
庭
焼
を
焼
か
せ
て

い
る
。
ほ
か
に
も
、
紀
州
藩
領
内
に
築
か
れ
た
民
間

の
窯
へ
好
み
の
焼
物
を
焼
か
せ
、
経
営
に
も
藩
が
関

わ
る
な
ど
し
た
。

　

こ
う
し
て
焼
き
あ
が
っ
た
御
庭
焼
は
、
治
宝
寵
臣

や
西
浜
御
殿
勤
め
の
藩
士
な
ど
に
下
賜
さ
れ
、
民
間

で
作
ら
れ
た
大
量
の
陶
磁
器
は
、
褒
美
と
し
て
家
臣

に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
紀
州
藩
の
蔵
に
は
、
日
用
品

や
贈
答
品
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
陶
磁
器
が

大
量
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
売
立
目
録
に
は
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
陶
磁
器
も
多
い
。そ
の
た
め
、

目
録
記
載
の
品
物
と
現
在
伝
わ
る
品
物
が
、
同
定
で

き
な
い
場
合
も
多
々
あ
り
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
所
蔵

品
の
全
容
解
明
を
阻
む
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

『
紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
目
録
』
よ
り

紹
鴎
作
茶
杓
銘
「
あ
さ
地
」

『紀州徳川家蔵品展観目録』より
御庭焼各種
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治
宝
の
跡
を
継
い
だ
斉
順
は
、
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
十
一
代
将
軍
家
斉
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
治
宝
の
娘
豊
姫

と
婚
姻
し
、
紀
州
家
へ
入
る
。
文
政
七
年
に
家
督
を

相
続
し
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
没
し
て
い

る
。
斉
順
の
藩
主
時
代
は
、
治
宝
の
影
響
下
に
あ
っ

た
た
め
に
、
斉
順
独
自
の
政
策
は
実
行
で
き
な
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
表
千
家
茶
道
を
極
め
た
治
宝

と
違
っ
て
、
斉
順
は
み
ず
か
ら
茶
の
湯
点
前
を
習
得

し
た
様
子
は
な
い
。
文
化
的
事
業
に
つ
い
て
も
、
治

宝
の
そ
れ
と
は
規
模
や
内
容
で
劣
る
が
、
斉
順
も
旦

入
を
招
い
て
御
庭
焼
を
行
い
、
吸
江
斎
が
箱
書
を
認

め
て
い
る
。

　

斉
順
は
、藩
主
で
あ
り
な
が
ら
和
歌
山
城
を
離
れ
、

別
邸
湊
御
殿
を
構
え
た
。
和
歌
山
の
湊
御
殿
の
陶
器

制
作
場
を
「
清
寧
軒
」
と
称
し
た
が
、
江
戸
の
紀
州

藩
邸
に
も
窯
が
あ
り
、
ど
ち
ら
で
つ
く
ら
れ
た
焼
き

物
に
も
「
清
寧
軒
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
茶
の

湯
点
前
は
し
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
茶
碗
・
香

合
・
花
入
・
菓
子
鉢
な
ど
の
茶
道
具
を
つ
く
っ
た
。

清
寧
軒
焼
は
、
斉
順
の
「
単
に
御
慰
品
」（『
南
紀
徳

川
史
』
第
十
一
冊
）
で
あ
っ
て
、
大
量
に
生
産
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、「
尚
御
遺
蔵
の
も
の
尠
か
ら
さ
り
し

を
維
新
改
革
御
道
具
取
片
付
の
際
御
払
品
と
な
り

た
り
」、
つ
ま
り
所
蔵
し
て
い
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
の
で
、
明
治
に
な
っ
て
和
歌
山
城
の
道
具
類

を
片
付
け
た
と
き
に
、
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
売
立
が
お
こ
な
わ
れ
る
以
前
か
ら
、
紀
州
徳
川

家
伝
来
品
の
流
出
は
は
じ
ま
って
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

明
治
に
入
る
と
、
紀
州
徳
川
家
当
主
の
興
味
や
関

心
あ
る
い
は
趣
味
は
、
茶
の
湯
よ
り
も
時
流
に
沿
っ

た
も
の
に
移
っ
て
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
十
五
代

当
主
頼
倫
に
よ
る
平
城
宮
跡
の
発
掘
支
援
、
十
六
代

頼
貞
の
楽
譜
や
音
楽
文
献
、
古
楽
器
類
の
収
集
な
ど

で
あ
る
。
紀
州
徳
川
家
当
主
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て

も
芸
術
家
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
自
ら
も
収
集
家
と

し
て
あ
り
続
け
た
。
芸
術
や
文
化
に
理
解
を
示
し
、

莫
大
な
財
産
を
つ
ぎ
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
貴
重
な

文
化
財
の
保
護
や
発
展
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
売
立
に
よ
り
散
逸
の
憂
き
目
に

あ
っ
た
。
競
売
に
か
け
た
、
頼
貞
が
憎
い
。

例　
　
　
　
　

会

東
京
例
会

（
平
成
三
十
年
二
月
二
十
四
日
）

「
日
本
に
お
け
る
『
茶
経
』
の
受
容
」岩

間
眞
知
子

　

陸
羽
の
『
茶
経
』
は
、
日
本
に
何
時
頃
も
た
ら

さ
れ
、
ど
の
分
野
で
認
知
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
日
本
で
最
初
に
『
茶
経
』
を
紹
介
し
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
の
栄
西
の
『
喫
茶
養
生
記
』
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
宋
の
類
書
『
太
平
御
覧
』
の
孫

引
き
だ
が
、
栄
西
自
ら
取
捨
選
択
し
た
引
用
文
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
医
書
『
万
安
方
』
も
、宋
の
『
大

観
本
草
』
所
収
の
『
茶
経
』
を
孫
引
き
す
る
。
金
沢
・

称
名
寺
の
『
茶
経
』
の
一
部
を
記
す
文
書
は
『
喫

茶
養
生
記
』
再
治
本
を
写
し
た
も
の
だ
。
こ
う
し

「大阪毎日新聞」和歌山版
昭和２年４月23日、（縮刷版。左端１行欠）
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て
『
喫
茶
養
生
記
』
や
平
安
末
以
降
将
来
さ
れ
た

『
太
平
御
覧
』
を
通
し
て
『
茶
経
』
は
知
ら
れ
て
い
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
『
五
山
文
学
全
集
』
で
は
七
点
の
文
献
に
、『
茶
経
』

や
陸
羽
が
見
え
た
。
南
宋
・
祖
琇
の
『
隆
興
仏
教

編
年
通
論
』
は
中
国
で
は
失
わ
れ
た
が
、
南
北
朝

時
代
の
五
山
版
に
あ
り
、
そ
こ
に
陸
羽
伝
が
収
録

さ
れ
、
従
来
明
確
で
な
か
っ
た
陸
羽
の
卒
年
を
貞

元
十
九
年
と
記
す
。

　

夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
集
』、大
休
宗
休
の
「
明

窓
宗
珠
菴
主
像
」
賛
、
西
笑
承
兌
の
「
学
問
所
記
」

に
陸
羽
や
『
茶
経
』
が
登
場
す
る
。
江
戸
時
代
の

曹
洞
宗
の
卍
山
道
白
が
立
花
実
山
を
語
っ
た
文
に

も
陸
羽
が
引
か
れ
る
。

　

鎌
倉
以
降
の
禅
宗
に
『
茶
経
』
へ
の
関
心
が
見

ら
れ
る
の
は
、
初
期
禅
宗
が
中
国
の
禅
院
生
活
そ

の
も
の
を
移
入
し
、
生
活
の
基
準
を
茶
の
頻
出
す

る
『
禅
苑
清
規
』
に
仰
い
だ
た
め
茶
が
重
視
さ
れ
、

ま
た
中
国
文
人
に
憧
憬
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
『
茶
経
』
も
将
来
さ
れ
、
一
六
〇
〇
年
代
に

は
浄
土
宗
文
献
で
さ
え
も
、
周
知
の
も
の
と
し
て

『
茶
経
』
を
挙
げ
る
ま
で
、
世
間
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

「
紀
州
徳
川
家
の
菓
子
木
型
に
つ
い
て　

　
　

—

徳
川
治
宝
・
徳
川
斉
順
の

菓
子
木
型
の
比
較
か
ら—

」

鈴
木　

愛
乃

　

落
雁
な
ど
を
作
る
際
に
用
い
ら
れ
る
菓
子
木
型

は
、
独
特
の
造
形
表
現
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
本
発

表
で
は
和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
の
紀
州
藩
十
代
藩

主
・
徳
川
治
宝
と
、
十
一
代
藩
主
・
斉
順
御
好
み
の

菓
子
木
型
の
意
匠
を
比
較
し
、
そ
の
制
作
背
景
に
つ

い
て
考
察
し
た
。

　

学
問
・
芸
術
を
好
み
、
茶
の
湯
の
庇
護
者
と
し

て
も
知
ら
れ
る
治
宝
御
好
み
の
木
型
を
見
る
と
、

紀
州
の
地
域
性
を
表
す
も
の
や
中
国
的
、
博
物
学

的
な
題
材
の
意
匠
が
多
い
。
菓
銘
も
文
学
的
な
意

味
を
持
ち
、
治
宝
の
趣
味
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
題
材
に
よ
っ
て
彫
り
の
深
さ
が
使
い
分
け
ら

れ
、
表
現
方
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
治
宝
の
周

辺
で
は
教
養
あ
る
人
物
の
間
で
頻
繁
に
菓
子
が
用

い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
新
た
な
菓
子
が
次
々
に
考

案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

治
宝
の
後
を
継
い
だ
斉
順
御
好
み
の
木
型
を
見
る

と
、
吉
祥
文
や
草
花
な
ど
汎
用
性
の
高
い
題
材
が
立

体
感
を
抑
え
て
表
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
場
に
対
応

で
き
る
菓
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩
主
と
し
て
の
斉

順
の
政
治
的
な
状
況
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
比
較
か
ら
、
菓
子
の
意
匠
が
文
化
的
背

景
と
個
人
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

ま
た
治
宝
御
好
み
の
木
型
の
意
匠
に
は
、
和
歌
浦

の
貝
を
使
っ
た
香
合
の
形
を
意
匠
に
取
り
入
れ
た
も

の
や
、
和
歌
浦
を
名
所
図
絵
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
紀
州
徳
川
家
に
ま
つ
わ
る
題
材
を
、

造
形
作
品
と
同
じ
表
現
を
用
い
、
高
価
な
砂
糖
を
材

料
と
し
て
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
菓
子

に
は
紀
州
徳
川
家
の
権
威
を
表
現
す
る
意
図
が
あ
っ

た
の
と
考
え
ら
れ
、
治
宝
が
菓
子
を
表
現
手
段
の
一

つ
と
し
て
効
果
的
に
用
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

東
海
例
会

（
平
成
三
十
年
四
月
二
十
一
日
）

「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
」

宮
武　

慶
之

　

吉
村
観
阿
（
白
醉
庵
／
一
七
六
五
―
一
八
四
八
）

は
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
町
人
数
寄
者
で
目

利
き
と
し
て
、
今
日
で
も
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
研
究
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

観
阿
は
若
い
頃
、
松
平
治
郷
（
不
昧
／
一
七
五
一

―
一
八
一
八
）
と
親
し
く
し
、
不
昧
没
後
は
新
発

田
藩
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤
／
一
七
九
九
―

一
八
五
八
）
と
親
し
く
す
る
。
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先
ず
不
昧
と
の
交
流
で
は
、
観
阿
に
「
楽
中
苦

苦
中
楽
」
の
扁
額
や
、「
曲
直
」（
二
本
入
。
個
人

蔵
）を
与
え
て
い
る
。
不
昧
は
観
阿
を
寵
遇
し
た
が
、

そ
の
理
由
は
観
阿
の
生
家
山
田
屋
と
仙
台
藩
の
関

係
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
次
に
溝
口
家
と

の
交
流
で
注
目
す
べ
き
は
、
観
阿
が
多
く
の
道
具

を
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
同

家
旧
蔵
品
に
は
優
品
が
多
く
、
観
阿
の
箱
墨
書
が

多
々
み
ら
れ
る
。

　

不
昧
、
翠
濤
と
の
交
流
か
ら
、
こ
れ
ま
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
観
阿
の
活
動
を
明
ら
か

に
し
た
。
さ
ら
に
当
日
は
妻
観
勢
（
田
鶴
）
と
息

子
で
あ
る
弥
山
（
信

）、
七
代
目
市
川
團
十
郎

（
一
七
九
一
―
一
八
五
九
）、
原
羊
遊
斎
（
一
七
六
八

―
一
八
四
五
）
と
中
山
胡
民
（
一
八
七
〇
没
）
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

近
畿
例
会

（
平
成
三
十
年
五
月
十
二
日
）

「
抹
茶
の
『
お
い
し
さ
』
の
解
明
」

耕
三
寺
華
蓮

　

今
日
、
茶
道
人
口
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
茶
道

流
派
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
若
者
は
な
ぜ

茶
道
を
敬
遠
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
調
べ
、

打
開
策
を
見
出
す
こ
と
で
、
茶
道
の
継
承
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
研
究
を
進
め
た
。

　

事
前
調
査
と
し
て
大
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
そ
の
結
果
か
ら
本
研
究
で
は
味
に
つ
い
て
取

り
上
げ
、
若
者
が
「
お
い
し
い
」
と
感
じ
る
抹
茶

は
ど
ん
な
抹
茶
か
を
調
べ
た
。

　

同
志
社
大
学
の
学
生
四
十
二
名
、
龍
谷
大
学
の

学
生
（
藪
内
流
）
十
二
名
に
、
五
種
類
の
抹
茶
に

対
し
て
そ
の
味
の
評
価
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

五
種
類
の
抹
茶
と
は
、
薄
茶
用
抹
茶
一
グ
ラ
ム
・

薄
茶
用
抹
茶
二
グ
ラ
ム
・
濃
茶
用
抹
茶
一
グ
ラ
ム
・

濃
茶
用
抹
茶
二
グ
ラ
ム
・
薄
茶
用
抹
茶
と
濃
茶
用

抹
茶
を
同
量
ず
つ
混
合
し
た
一
、五
グ
ラ
ム
で
点
て

た
も
の
で
あ
る
。

　

因
子
分
析
の
結
果
か
ら
、
抹
茶
の
評
価
に
は
、

飲
み
や
す
さ
だ
け
で
は
な
く
、
抹
茶
特
有
の
渋
み

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
官
能
分

析
の
結
果
で
は
、
茶
道
の
経
験
の
有
無
で
抹
茶
の

評
価
は
異
な
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
抹
茶
を
飲
み
な

れ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
、
抹
茶
は
上
品
で
味
わ

い
深
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
、
飲
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
期
待
さ
れ
た
渋
み
の
あ
る
抹
茶
が

高
く
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
研
究
の
結
果
か
ら
、
茶
道
未
経
験
者
に
抹
茶

を
振
る
舞
う
際
、
薄
茶
用
抹
茶
と
濃
茶
用
抹
茶
を

同
量
ず
つ
混
合
し
た
一
、五
グ
ラ
ム
で
点
て
た
抹
茶

を
出
す
こ
と
を
提
案
す
る
。
重
要
な
の
は
相
手
の

好
み
や
要
望
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
相
手
に
抹
茶
や
そ
の
時
間

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
楽
し
み
が
今
後
の
日

本
文
化
の
継
承
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

参
考
文
献

『
宇
治
抹
茶
問
屋
四
代
目
が
教
え
る
お
抹
茶
の
す
べ

て
』
桑
原
秀
樹
（2015

）

『
藪
内
家
の
茶
風
』
公
益
財
団
法
人
藪
内
燕
庵

（「
藪
内
家
の
茶
」：http

：//w
w

w
.yabunouchi-

ennan.or.jp/

）

『
平
成
27
年
度
伝
統
的
生
活
文
化
実
態
調
査
事
業
報

告
書
』
文
化
庁
文
化
財
部
（2016

）（「
文
化
庁
」：

http

：//w
w

w
.bunka.go.jp/index.htm

l

）

例
会
の
ご
案
内

東
京
例
会

平
成
三
十
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

（
会
場
：
五
島
美
術
館
）

　
「
わ
か
も
と
製
薬
創
立
者
・
長
尾
欽
弥
の
茶
の
湯

 
—

新
出
史
料
「
宜
春
亭
記
」
よ
り—

」

 

岡　
　

宏
憲
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「
表
具
裂
か
ら
考
え
る

徐
熙
筆
鷺
絵
の
伝
来
と
影
響
（
仮
）」

 

佐
藤　

留
実

平
成
三
十
年
九
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 
（
会
場
：
五
島
美
術
館
）

　
「
売
立
目
録
に
み
る
薩
摩
茶
入
」 

松
村
真
希
子

　
「
大
名
屋
敷
の
宴
会
と
茶
の
湯
」 

追
川　

吉
生

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

（
会
場
：
根
津
美
術
館
）

　
「
立
花
有
得
と
福
岡
の
南
坊
流
」 

篠
原
佐
和
子

　
「『
室
町
殿
行
幸
御
飾
記
』
に
つ
い
て
（
仮
）」

 

松
本
紗
代
子

東
海
例
会

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 
 （

会
場
：
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
）

　
「
尾
張
徳
川
家
と
遠
州
」 

深
谷　

信
子

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

（
会
場
：
名
古
屋
文
化
短
期
大
学
）

「
尾
張
の
や
き
も
の
」 

前
田　
　

博

浜
松
会
場　

未　

定

金
沢
例
会

平
成
三
十
年
七
月
一
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

　
（
会
場
：
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵

 

五
階
第
一
研
修
室
）

「
名
物
釜
」 

竹
内　

順
一

平
成
三
十
年
九
月
十
七
日
（
月
・
祝
日
）

移
動
例
会

日
程
：
七
時
五
十
分
集
合
、
八
時
専
用
バ
ス
に
て

　
　
　

出
発
、
十
三
時
五
分
講
義

場
所
：
野
村
美
術
館
及
び
京
都
方
面

 

（
栂
尾
・
高
山
寺
ほ
か
）

「
展
示
品
解
説
」

 

解
説
・
野
村
美
術
館　

谷　

晃
館
長

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
（
日
）

 

九
時
半
〜
午
後
三
時
半
頃
終
了

 
（
会
場
：
金
沢
・
湯
涌
温
泉
江
戸
村
）

「
江
戸
村　

初
秋
の
茶
会
」

平
成
三
十
年
十
一
月
四
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

（
会
場
：
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵　

 

五
階
第
一
研
修
室
（
予
定
））

「
茶
壺
に
つ
い
て
」 

竹
内　

順
一

平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

「
未　

定
」

北
陸
例
会

平
成
三
十
年
九
月
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

（
会
場
：
越
前
古
窯
博
物
館
）

「
未　

定
」

高
知
例
会

平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日
（
日
）
十
時
〜
正
午

 

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室
）

　
「  

茶
の
湯
文
化
学
会
三
十
年
度
大
会
の
研
究
発
表

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

 

発
表
者　

未　

定

　

軽
食
茶
事　

十
二
時
〜
十
六
時

　

席　
　

主　

三
名

　

会　
　

費　

千
円

平
成
三
十
年
九
月
二
日
（
日
）
十
時
〜
正
午

 

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室
）

　

文
献
研
究
「
未　

定
」 

発
表
者　

未　

定

平
成
三
十
年
十
二
月
二
日
（
日
） 

十
時
〜
正
午

 

（
会
場
：
湯
川
温
泉
）

　
「
茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表
」
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発
表
者　

未　

定

　

茶　
　

事　

十
二
時
〜
十
六
時

　

席　
　

主　

四
名

　

会　
　

費　

五
千
円

平
成
三
十
一
年
二
月
三
日
（
日
）　

十
時
〜
正
午

 

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室
）

　
「
高
知
支
部
三
十
一
年
度
事
業
計
画
」

 
発
表
者　

未　

定

　

茶　
　

席　

十
時
〜
十
六
時

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実
践
す
る
。

茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

「
床
飾
り
」「
道
具
立
て
」
は
す
る
が
、
点
前

は
客
次
第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

　

会　
　

費　

三
百
円　

お　

知　

ら　

せ

新
刊
案
内

＊ 

『
茶
道
建
国（
Ｍ
Ｔ
Ｍ
Ｊ
）　

日
本
ら
し
さ
と
茶
道
』

ク
リ
ス
テ
ン
・
ス
ー
ラ
ッ
ク
著　

廣
田
吉
崇
監
訳

井
上
治
・
黒
川
星
子
翻
訳　

さ
い
は
て
社
（
定
価

二
、七
〇
〇
円
＋
税
）

外
国
人
の
お
弟
子
さ
ん
は
、
こ
う
見
た
。
日
本
、

茶
道
、
家
元
、
師
匠
…
。
は
た
し
て
茶
道
と
は
、

文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
の
か
？

＊ 

『
茶
人
叢
書　

松
平
不
昧　

名
物
に
懸
け
た
大
名

茶
人
』　

木
塚
久
仁
子
著　

宮
帯
出
版
社
（
三
、

二
〇
〇
円
＋
税
）

茶
器
を
集
大
成
し
た
生
涯
。
松
江
藩
十
九
万
石

の
藩
主
と
な
っ
た
若
き
不
昧
（
治
郷
）
の
茶
書

か
ら
、
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
分
類
・
格
付

け
し
た
『
古
今
名
物
類
聚
』
に
至
る
ま
で
を
考

察
し
、
そ
の
実
像
に
迫
る
。

＊ 

『
茶
人
叢
書　

小
林
逸
翁　

一
三
翁
の
独
創
の

茶
』　

齋
藤
康
彦
著　

宮
帯
出
版
社
（
定
価
三
、

五
〇
〇
円
＋
税
）

物
云
う
数
寄
者
の
「
新
茶
道
」。「
今
太
閤
」
と

も
呼
ば
れ
た
近
代
実
業
家
が
提
唱
し
た
新
し
い

茶
道
と
は
？

＊ 

『
松
下
幸
之
助　

茶
人
・
哲
学
者
と
し
て
』　

谷
口
全
平
・
徳
田
樹
彦
著　

宮
帯
出
版
社
（
定

価
二
、三
〇
〇
円
＋
税
）

経
営
者
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
る
中
、
自
ら

の
哲
学
を
貫
き
、
社
会
活
動
や
出
版
事
業
に
邁

進
し
た
松
下
幸
之
助
。
彼
に
と
っ
て
茶
湯
は
、

求
道
の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
忙
中
閑
と
で
も
い

う
べ
き
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

※ 

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
お
払
込
み
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

し
ば
ら
く
の
間
、
新
た
な
〈
投
稿
文
〉
の
受
付
を

止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。


